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摩擦 in-situ 赤外分光法による水潤滑ソフト
材料の分子機構解明

粕谷 素洋

公立小松大学

准教授

水潤滑ソフト材料は低環境負荷や

高生体親和性といった利点があり、

船舶用軸受けや医療用シリンジに

利用されております。水潤滑材料

間の水の構造・特性評価は埋もれ

た界面の動的挙動が対象であるた

めに困難であり、学術的、系統的

な理解が進んでおらず、材料改良

や機械設計を大きく妨げる原因と

なっております。本研究計画では、

摩擦 in-situ 赤外分光装置を開発し、これを基に動的水構

造の観測に基づく

低摩擦発現の機構

の分子レベルでの

解明を行うととも

に、基材・潤滑剤

の動的分子挙動の

評価手法としての

確立を目指します。

水圏における水分子の動的様態を評価する
シミュレーション技術の開発とその応用

金 鋼

大阪大学

准教授

高分子中に水分子と水素結合する

官能基が存在すれば局所的にネッ

トワークが強く張られることから、

いかに多くの水素結合ができるか

が水圏機能材料の性能に直結する

はずです。水分子は持っている水

素結合の状態により特徴的な時間

スケールが大きく異なります。そ

こで分子動力学シミュレーション

によって、高分子の影響を受けた

水分子が持つ水素結合

の結合先・本数の起こ

り得る全ての状態とそ

のダイナミクスを詳細

に解析し、水圏におけ

る水分子の動的様態の

全貌を明らかにするこ

とを目指します。

帯電界面における水素結合ダイナミクス
の直接観察

池田 勝佳

名古屋工業大学

教授

材料表面と接する界面水の水素結

合ネットワークの構造や動的振る

舞いは、水圏機能材料の機能に大

きな影響を及ぼします。界面水の

挙動を理解するには振動分光計測

が有効ですが、これまでの界面選

択的な計測法には技術的な制約が

ありました。本研究課題では、1 

meV から 500 meV までの広帯域

を一挙に測定可能な新しい界面選

択的振動分光法を活用して、帯電界面における水素結合

構造を直接観察することを目指しています。様々な水圏

機能材料における界面

水の構造と機能の関係

を調べ、新規機能の創

製とそのメカニズム解

明に努めます。  

水圏において駆動する有機トランジスタの開発
と化学センシングへの応用
佐々木 由比

東京大学　特任助教

A01 公募研究・南グループ

若手の研究紹介

水を構成部材に採用した水ゲート型有機
トランジスタでは、半導体上にキャストした水溶液はトラ

ンジスタの誘電体層として機能します。水圏における化学

種が、分子認識能を有する半導体界面で捕捉されると、そ

の認識情報は半導体層のキャリア変化として伝達されます。

すなわち、標的種の種類や濃度に応じて電気特性が定量的

に変化するため、本デバイスは化学センサとして機能しま

す。本研究では、化学センシングを指向した水ゲート型有

機トランジスタを開発し、半導体 / 水溶液の界面を用いた

水圏分子認

識に基づく

高感度検出

を目指しま

す。




